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原子力規制検査の手数料改正のための核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に

関する法律施行令及び原子力規制検査等に関する規則の改正案並びに意見公募の実施 

令和８年９月 17日 

原 子 力 規 制 庁 

１．趣旨 

本議題は、原子力規制検査に係る手数料（以下、「検査手数料」という。）

の額を見直すため、改正が必要となる政令等の改正案及び当該案に対する意見

公募の実施の了承について付議するものである。 

２．経緯 

令和７年 12 月３日第 46 回原子力規制委員会において、近年の物価及び人件

費の高騰が原子力規制委員会の予算編成に大きな影響を及ぼすことを踏まえ、

手数料について、事業者を含めた関係者の理解を得つつ、その算定方法の妥当

性等を含めて見直しを検討するよう指示があった。 

３．検査手数料の見直し概要 

手数料は、業務に係る実費を勘案して算定するところ、一般的には①人件費、

②物件費、③旅費から成る。今般の検査手数料の見直しでは、原子力規制検査

について、原子力規制委員会の指示を受け、単価を最新のものにするなどの対

応を行うもの。具体的な見直しの概要は、以下のとおり。 

①人件費について

原子力規制検査の導入時に考慮していなかった人件費1を新たに計上す

る。令和８年度予算ベースで人件費を積算し、エネルギー対策特別会計及

び一般会計それぞれの人件費単価を計上する。

②物件費について

検査業務に直接関係する経費に係る単価（検査業務システムの運用費等）、

間接的に関係する経費に係る単価（事務費等）をそれぞれ積算し、エネル

ギー対策特別会計及び一般会計それぞれの物件費単価を計上する。

③旅費について

旅費単価について令和８年度のものに更新する。

1 核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律施行令第 65条第１項に定める許認可手続き等

に係る手数料については、人件費を考慮している。 

資料４ 
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４．政令等の改正案の内容（委員会了承事項） 

３．の考え方を踏まえ、以下の政令案の概要及び規則の改正案を作成したの

で、了承いただきたい。 

（１）核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律施行令（以下、

「令」という。）の一部を改正する政令案（概要）【別紙１】

・納付すべき検査手数料について、「九百四十一万千四百円を超えな

い範囲内において実費を勘案して原子力規制委員会規則で定める額

とする」のうち「九百四十一万千四百円」を「四千七十二万三千八

百円」に改めるもの（参考：関連条文の令第六十五条第二項を参照）。

（２）原子力規制検査等に関する規則の一部を改正する規則案【別紙２】

・原子力規制検査等に関する規則第七条に定める検査手数料について、

各原子力施設等の検査手数料の額を改めるもの。

５．意見公募の実施（委員会了承事項） 

別紙１及び２について、行政手続法（平成５年法律第 88 号）第 39 条第１項

の規定に基づく意見公募を実施することを了承いただきたい。 

実施期間：令和８年９月 18日から 10月 17日まで（30日間） 

実施方法：電子政府の総合窓口（e-Gov）及び郵送 

６．今後の予定 

意見公募が終了した後、提出意見に対する考え方の了承及び改正が必要とな

る政令案等の決定について原子力規制委員会に付議する。なお、施行日は、令

和９年４月１日からとする。 
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（別紙、参考） 

  

別紙１ 核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律施行令の

一部を改正する政令案（概要） 

別紙２ 原子力規制検査等に関する規則の一部を改正する規則案 

参考 関連条文 
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核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律 

施行令の一部を改正する政令案（概要） 

１．第六十五条第二項中「九百四十一万千四百円」を「四千七十二万三千八百円」

に改める。 

２．この政令は、令和九年四月一日から施行する。 

別紙１ 
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○
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第

号

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
八
年
政

令
第●

号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和

三
十
二
年
政
令
第
三
百
二
十
四
号
）
第
六
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
原
子
力
規
制
検
査
等
に
関
す
る
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和

年

月

日

原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長

山
中

伸
介

原
子
力
規
制
検
査
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

原
子
力
規
制
検
査
等
に
関
す
る
規
則
（
令
和
二
年
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改

正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応

し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。
）
は
、
そ
の
標
記
部
分
が

別紙 2 
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同
一
の
も
の
は
当
該
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
、
そ
の
標
記
部
分
が
異
な
る
も
の
は
改
正

前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正

後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
削
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前

欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
原
子
力
規
制
検
査
に
係
る
手
数
料
の
額
） 

第
七
条

令
第
六
十
五
条
第
二
項
の
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
額
は

、
各
年
度
（
第
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
検
査
に
あ
っ
て
は
、
十

年
）
に
つ
き
、
別
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下

欄
に
定
め
る
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
追
加
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は

、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
追
加
検
査
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に

定
め
る
額
と
す
る
。 

一

第
三
条
第
二
項
第
一
号
に
係
る
追
加
検
査

八
十
六
万
九
千
七
百
円 

二

第
三
条
第
二
項
第
二
号
に
係
る
追
加
検
査

四
百
十
一
万
四
百
円

三

第
三
条
第
二
項
第
三
号
に
係
る
追
加
検
査

四
千
七
十
二
万
三
千
八
百

円

別
表
（
第
七
条
関
係
）

（
原
子
力
規
制
検
査
に
係
る
手
数
料
の
額
） 

第
七
条

令
第
六
十
五
条
第
二
項
の
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
額
は

、
各
年
度
（
第
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
検
査
に
あ
っ
て
は
、
十

年
）
に
つ
き
、
別
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下

欄
に
定
め
る
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
追
加
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は

、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
追
加
検
査
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に

定
め
る
額
と
す
る
。 

一

第
三
条
第
二
項
第
一
号
に
係
る
追
加
検
査

二
十
二
万
五
千
六
百
円 

二

第
三
条
第
二
項
第
二
号
に
係
る
追
加
検
査

九
十
六
万
九
千
円 

三

第
三
条
第
二
項
第
三
号
に
係
る
追
加
検
査

九
百
四
十
一
万
千
四
百
円

別
表
（
第
七
条
関
係
）
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番
号

区
分

金
額

一

製
錬
施
設 

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
の
取
扱

い
を
開
始
し
な
い
も

の

二
十
一
万

二
千
三
百

円

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
等
の
取

扱
い
を
行
う
も
の
（

法
第
十
二
条
の
六
第

二
項
の
認
可
を
受
け

た
も
の
を
除
く
。
） 

五
百
七
十

四
万
千
七

百
円

法
第
十
二
条
の
六
第

二
項
の
認
可
を
受
け

た
も
の

六
十
一
万

八
千
百
円 

二

加
工
施

設

（
一
）
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
若
し
く
は

そ
の
化
合
物
又

は
こ
れ
ら
の
物

質
の
一
若
し
く

は
二
以
上
を
含

む
物
質
の
い
ず

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
の
取
扱

い
を
開
始
し
な
い
も

の

七
十
四
万

三
千
三
百

円

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
等
の
取

扱
い
を
行
う
も
の
（

千
九
百
九

十
三
万
五

千
円

番
号

区
分

金
額

一

製
錬
施
設 

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
の
取
扱

い
を
開
始
し
な
い
も

の

三
万
三
千

三
百
円

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
等
の
取

扱
い
を
行
う
も
の
（

法
第
十
二
条
の
六
第

二
項
の
認
可
を
受
け

た
も
の
を
除
く
。
） 

百
十
七
万

五
千
円

法
第
十
二
条
の
六
第

二
項
の
認
可
を
受
け

た
も
の

十
四
万
九

千
二
百
円 

二

加
工
施

設

（
一
）
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
若
し
く
は

そ
の
化
合
物
又

は
こ
れ
ら
の
物

質
の
一
若
し
く

は
二
以
上
を
含

む
物
質
の
い
ず

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
の
取
扱

い
を
開
始
し
な
い
も

の

十
一
万
六

千
七
百
円 

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
等
の
取

扱
い
を
行
う
も
の
（

三
百
九
十

九
万
五
千

八
百
円
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れ
か
の
物
質
の

取
扱
い
を
行
う

も
の

法
第
二
十
二
条
の
八

第
二
項
の
認
可
を
受

け
た
も
の
を
除
く
。

）法
第
二
十
二
条
の
八

第
二
項
の
認
可
を
受

け
た
も
の 

二
百
万
二

千
四
百
円 

（
二
）
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
及
び
そ
の

化
合
物
並
び
に

こ
れ
ら
の
物
質

の
一
又
は
二
以

上
を
含
む
物
質

の
い
ず
れ
も
取

扱
い
を
行
わ
な

い
も
の

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
の
取
扱

い
を
開
始
し
な
い
も

の

五
十
三
万

九
百
円

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
等
の
取

扱
い
を
行
う
も
の
（

法
第
二
十
二
条
の
八

第
二
項
の
認
可
を
受

け
た
も
の
を
除
く
。

）

千
四
百
二

十
五
万
二

千
円

法
第
二
十
二
条
の
八

第
二
項
の
認
可
を
受

け
た
も
の 

百
四
十
七

万
千
四
百

円

れ
か
の
物
質
の

取
扱
い
を
行
う

も
の

法
第
二
十
二
条
の
八

第
二
項
の
認
可
を
受

け
た
も
の
を
除
く
。

）法
第
二
十
二
条
の
八

第
二
項
の
認
可
を
受

け
た
も
の 

四
十
万
五

千
六
百
円 

（
二
）
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
及
び
そ
の

化
合
物
並
び
に

こ
れ
ら
の
物
質

の
一
又
は
二
以

上
を
含
む
物
質

の
い
ず
れ
も
取

扱
い
を
行
わ
な

い
も
の

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
の
取
扱

い
を
開
始
し
な
い
も

の

八
万
三
千

三
百
円

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
等
の
取

扱
い
を
行
う
も
の
（

法
第
二
十
二
条
の
八

第
二
項
の
認
可
を
受

け
た
も
の
を
除
く
。

）

二
百
八
十

六
万
二
千

七
百
円

法
第
二
十
二
条
の
八

第
二
項
の
認
可
を
受

け
た
も
の 

三
十
二
万

二
千
二
百

円
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三

試
験
研

究
用
等

原
子
炉

施
設

（
一
）
熱
出
力
が

五
百
キ
ロ
ワ
ッ

ト
未
満
の
試
験

研
究
用
等
原
子

炉
に
係
る
も
の 

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
の
取
扱

い
を
開
始
し
な
い
も

の

原
子
炉
一

基
に
つ
き 

六
万
五
千

三
百
円

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
等
の
取

扱
い
を
行
う
も
の
（

法
第
四
十
三
条
の
三

の
二
第
二
項
の
認
可

を
受
け
た
も
の
を
除

く
。
）

原
子
炉
一

基
に
つ
き 

百
九
十
万

八
千
円

法
第
四
十
三
条
の
三

の
二
第
二
項
の
認
可

を
受
け
た
も
の
で
あ

っ
て
、
全
て
の
核
燃

料
物
質
を
工
場
又
は

事
業
所
（
原
子
力
船

を
含
む
。
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
同
じ
。

）
か
ら
搬
出
し
て
い

な
い
も
の 

原
子
炉
一

基
に
つ
き 

九
十
六
万

八
千
二
百

円

三

試
験
研

究
用
等

原
子
炉

施
設

（
一
）
熱
出
力
が

五
百
キ
ロ
ワ
ッ

ト
未
満
の
試
験

研
究
用
等
原
子

炉
に
係
る
も
の 

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
の
取
扱

い
を
開
始
し
な
い
も

の

原
子
炉
一

基
に
つ
き 

一
万
六
千

七
百
円

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
等
の
取

扱
い
を
行
う
も
の
（

法
第
四
十
三
条
の
三

の
二
第
二
項
の
認
可

を
受
け
た
も
の
を
除

く
。
）

原
子
炉
一

基
に
つ
き 

六
十
二
万

二
千
百
円 

法
第
四
十
三
条
の
三

の
二
第
二
項
の
認
可

を
受
け
た
も
の
で
あ

っ
て
、
全
て
の
核
燃

料
物
質
を
工
場
又
は

事
業
所
（
原
子
力
船

を
含
む
。
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
同
じ
。

）
か
ら
搬
出
し
て
い

な
い
も
の 

原
子
炉
一

基
に
つ
き 

三
十
二
万

三
千
円

-9-



  

法
第
四
十
三
条
の
三

の
二
第
二
項
の
認
可

を
受
け
た
も
の
で
あ

っ
て
、
全
て
の
核
燃

料
物
質
を
工
場
又
は

事
業
所
か
ら
搬
出
し

た
も
の 

原
子
炉
一

基
に
つ
き 

二
十
五
万

七
千
四
百

円 
（
二
）
熱
出
力
が

五
百
キ
ロ
ワ
ッ

ト
以
上
の
試
験

研
究
用
等
原
子

炉
（
試
験
研
究

の
用
に
供
す
る

原
子
炉
等
の
位

置
、
構
造
及
び

設
備
の
基
準
に

関
す
る
規
則
（

平
成
二
十
五
年

原
子
力
規
制
委

員
会
規
則
第
二

十
一
号
）
第
四

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
の
取
扱

い
を
開
始
し
な
い
も

の 

原
子
炉
一

基
に
つ
き 

十
三
万
七

百
円 

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
等
の
取

扱
い
を
行
う
も
の
（

法
第
四
十
三
条
の
三

の
二
第
二
項
の
認
可

を
受
け
た
も
の
を
除

く
。
） 

原
子
炉
一

基
に
つ
き 

三
百
七
十

二
万
二
千

百
円 

法
第
四
十
三
条
の
三

の
二
第
二
項
の
認
可

を
受
け
た
も
の
で
あ

原
子
炉
一

基
に
つ
き 

三
百
七
十

法
第
四
十
三
条
の
三

の
二
第
二
項
の
認
可

を
受
け
た
も
の
で
あ

っ
て
、
全
て
の
核
燃

料
物
質
を
工
場
又
は

事
業
所
か
ら
搬
出
し

た
も
の 

原
子
炉
一

基
に
つ
き 

十
万
七
千

七
百
円 

（
二
）
熱
出
力
が

五
百
キ
ロ
ワ
ッ

ト
以
上
の
試
験

研
究
用
等
原
子

炉
（
試
験
研
究

の
用
に
供
す
る

原
子
炉
等
の
位

置
、
構
造
及
び

設
備
の
基
準
に

関
す
る
規
則
（

平
成
二
十
五
年

原
子
力
規
制
委

員
会
規
則
第
二

十
一
号
）
第
四

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
の
取
扱

い
を
開
始
し
な
い
も

の 

原
子
炉
一

基
に
つ
き 

三
万
三
千

五
百
円 

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
等
の
取

扱
い
を
行
う
も
の
（

法
第
四
十
三
条
の
三

の
二
第
二
項
の
認
可

を
受
け
た
も
の
を
除

く
。
） 

原
子
炉
一

基
に
つ
き 

百
十
七
万

八
千
三
百

円 

法
第
四
十
三
条
の
三

の
二
第
二
項
の
認
可

を
受
け
た
も
の
で
あ

原
子
炉
一

基
に
つ
き 

百
十
七
万
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十
条
及
び
第
五

十
三
条
（
同
規

則
第
六
十
一
条

に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含

む
。
）
に
規
定

す
る
措
置
を
講

ず
る
必
要
が
な

い
も
の
に
限

る
。
）
に
係
る

も
の

っ
て
、
全
て
の
核
燃

料
物
質
を
試
験
研
究

用
等
原
子
炉
の
炉
心

か
ら
取
り
出
し
て
い

な
い
も
の 

二
万
二
千

百
円

法
第
四
十
三
条
の
三

の
二
第
二
項
の
認
可

を
受
け
た
も
の
で
あ

っ
て
、
全
て
の
核
燃

料
物
質
を
試
験
研
究

用
等
原
子
炉
の
炉
心

か
ら
取
り
出
し
た
も

の
（
全
て
の
核
燃
料

物
質
を
工
場
又
は
事

業
所
か
ら
搬
出
し
た

も
の
を
除
く
。
） 

原
子
炉
一

基
に
つ
き 

百
九
十
万

八
千
円

法
第
四
十
三
条
の
三

の
二
第
二
項
の
認
可

を
受
け
た
も
の
で
あ

っ
て
、
全
て
の
核
燃

料
物
質
を
工
場
又
は

原
子
炉
一

基
に
つ
き 

四
十
二
万

九
百
円

十
条
及
び
第
五

十
三
条
（
同
規

則
第
六
十
一
条

に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含

む
。
）
に
規
定

す
る
措
置
を
講

ず
る
必
要
が
な

い
も
の
に
限

る
。
）
に
係
る

も
の

っ
て
、
全
て
の
核
燃

料
物
質
を
試
験
研
究

用
等
原
子
炉
の
炉
心

か
ら
取
り
出
し
て
い

な
い
も
の 

八
千
三
百

円

法
第
四
十
三
条
の
三

の
二
第
二
項
の
認
可

を
受
け
た
も
の
で
あ

っ
て
、
全
て
の
核
燃

料
物
質
を
試
験
研
究

用
等
原
子
炉
の
炉
心

か
ら
取
り
出
し
た
も

の
（
全
て
の
核
燃
料

物
質
を
工
場
又
は
事

業
所
か
ら
搬
出
し
た

も
の
を
除
く
。
） 

原
子
炉
一

基
に
つ
き 

六
十
二
万

二
千
百
円 

法
第
四
十
三
条
の
三

の
二
第
二
項
の
認
可

を
受
け
た
も
の
で
あ

っ
て
、
全
て
の
核
燃

料
物
質
を
工
場
又
は

原
子
炉
一

基
に
つ
き 

十
四
万
九

千
五
百
円
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事
業
所
か
ら
搬
出
し

た
も
の

（
三
）
熱
出
力
が

五
百
キ
ロ
ワ
ッ

ト
以
上
の
試
験

研
究
用
等
原
子

炉
（
試
験
研
究

の
用
に
供
す
る

原
子
炉
等
の
位

置
、
構
造
及
び

設
備
の
基
準
に

関
す
る
規
則
第

四
十
条
及
び
第

五
十
三
条
（
同

規
則
第
六
十
一

条
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
に
規

定
す
る
措
置
を

講
ず
る
必
要
が

あ
る
も
の
に
限

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
の
取
扱

い
を
開
始
し
な
い
も

の

原
子
炉
一

基
に
つ
き 

三
十
二
万

六
千
九
百

円

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
等
の
取

扱
い
を
行
う
も
の
（

法
第
四
十
三
条
の
三

の
二
第
二
項
の
認
可

を
受
け
た
も
の
を
除

く
。
）

原
子
炉
一

基
に
つ
き 

九
百
十
九

万
二
千
八

百
円

法
第
四
十
三
条
の
三

の
二
第
二
項
の
認
可

を
受
け
た
も
の
で
あ

っ
て
、
全
て
の
核
燃

料
物
質
を
試
験
研
究

用
等
原
子
炉
の
炉
心

か
ら
取
り
出
し
て
い

原
子
炉
一

基
に
つ
き 

九
百
十
九

万
二
千
八

百
円

事
業
所
か
ら
搬
出
し

た
も
の

（
三
）
熱
出
力
が

五
百
キ
ロ
ワ
ッ

ト
以
上
の
試
験

研
究
用
等
原
子

炉
（
試
験
研
究

の
用
に
供
す
る

原
子
炉
等
の
位

置
、
構
造
及
び

設
備
の
基
準
に

関
す
る
規
則
第

四
十
条
及
び
第

五
十
三
条
（
同

規
則
第
六
十
一

条
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
に
規

定
す
る
措
置
を

講
ず
る
必
要
が

あ
る
も
の
に
限

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
の
取
扱

い
を
開
始
し
な
い
も

の

原
子
炉
一

基
に
つ
き 

八
万
三
千

七
百
円

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
等
の
取

扱
い
を
行
う
も
の
（

法
第
四
十
三
条
の
三

の
二
第
二
項
の
認
可

を
受
け
た
も
の
を
除

く
。
）

原
子
炉
一

基
に
つ
き 

二
百
八
十

七
万
九
百

円

法
第
四
十
三
条
の
三

の
二
第
二
項
の
認
可

を
受
け
た
も
の
で
あ

っ
て
、
全
て
の
核
燃

料
物
質
を
試
験
研
究

用
等
原
子
炉
の
炉
心

か
ら
取
り
出
し
て
い

原
子
炉
一

基
に
つ
き 

二
百
八
十

七
万
九
百

円
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る
。
）
に
係
る

も
の

な
い
も
の 

法
第
四
十
三
条
の
三

の
二
第
二
項
の
認
可

を
受
け
た
も
の
で
あ

っ
て
、
全
て
の
核
燃

料
物
質
を
試
験
研
究

用
等
原
子
炉
の
炉
心

か
ら
取
り
出
し
た
も

の
（
全
て
の
核
燃
料

物
質
を
工
場
又
は
事

業
所
か
ら
搬
出
し
た

も
の
を
除
く
。
） 

原
子
炉
一

基
に
つ
き 

四
百
七
十

八
万
六
千

七
百
円

法
第
四
十
三
条
の
三

の
二
第
二
項
の
認
可

を
受
け
た
も
の
で
あ

っ
て
、
全
て
の
核
燃

料
物
質
を
工
場
又
は

事
業
所
か
ら
搬
出
し

た
も
の

原
子
炉
一

基
に
つ
き 

九
十
六
万

八
千
二
百

円

四

発
電
用

原
子
炉

（
一
）
研
究
開
発

段
階
発
電
用
原

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
の
取
扱

原
子
炉
一

基
に
つ
き 

る
。
）
に
係
る

も
の

な
い
も
の 

法
第
四
十
三
条
の
三

の
二
第
二
項
の
認
可

を
受
け
た
も
の
で
あ

っ
て
、
全
て
の
核
燃

料
物
質
を
試
験
研
究

用
等
原
子
炉
の
炉
心

か
ら
取
り
出
し
た
も

の
（
全
て
の
核
燃
料

物
質
を
工
場
又
は
事

業
所
か
ら
搬
出
し
た

も
の
を
除
く
。
） 

原
子
炉
一

基
に
つ
き 

百
五
十
七

万
六
千
百

円

法
第
四
十
三
条
の
三

の
二
第
二
項
の
認
可

を
受
け
た
も
の
で
あ

っ
て
、
全
て
の
核
燃

料
物
質
を
工
場
又
は

事
業
所
か
ら
搬
出
し

た
も
の

原
子
炉
一

基
に
つ
き 

三
十
二
万

三
千
円

四

発
電
用

原
子
炉

（
一
）
研
究
開
発

段
階
発
電
用
原

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
の
取
扱

原
子
炉
一

基
に
つ
き
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施
設

子
炉
に
係
る
も

の

い
を
開
始
し
な
い
も

の

百
七
万
九

千
五
百
円 

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
等
の
取

扱
い
を
行
う
も
の
（

法
第
四
十
三
条
の
三

の
三
十
四
第
二
項
の

認
可
を
受
け
た
も
の

を
除
く
。
） 

原
子
炉
一

基
に
つ
き 

二
千
八
百

四
十
四
万

五
千
四
百

円

法
第
四
十
三
条
の
三

の
三
十
四
第
二
項
の

認
可
を
受
け
た
も
の

で
あ
っ
て
、
全
て
の

核
燃
料
物
質
を
研
究

開
発
段
階
発
電
用
原

子
炉
の
炉
心
か
ら
取

り
出
し
て
い
な
い
も

の

原
子
炉
一

基
に
つ
き 

千
九
百
九

十
三
万
五

千
円

法
第
四
十
三
条
の
三

の
三
十
四
第
二
項
の

認
可
を
受
け
た
も
の

原
子
炉
一

基
に
つ
き 

九
百
九
十

施
設

子
炉
に
係
る
も

の

い
を
開
始
し
な
い
も

の

十
六
万
九

千
五
百
円 

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
等
の
取

扱
い
を
行
う
も
の
（

法
第
四
十
三
条
の
三

の
三
十
四
第
二
項
の

認
可
を
受
け
た
も
の

を
除
く
。
） 

原
子
炉
一

基
に
つ
き 

五
百
六
十

八
万
三
千

五
百
円

法
第
四
十
三
条
の
三

の
三
十
四
第
二
項
の

認
可
を
受
け
た
も
の

で
あ
っ
て
、
全
て
の

核
燃
料
物
質
を
研
究

開
発
段
階
発
電
用
原

子
炉
の
炉
心
か
ら
取

り
出
し
て
い
な
い
も

の

原
子
炉
一

基
に
つ
き 

三
百
九
十

九
万
五
千

八
百
円

法
第
四
十
三
条
の
三

の
三
十
四
第
二
項
の

認
可
を
受
け
た
も
の

原
子
炉
一

基
に
つ
き

百
九
十
八
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で
あ
っ
て
、
全
て
の

核
燃
料
物
質
を
研
究

開
発
段
階
発
電
用
原

子
炉
の
炉
心
か
ら
取

り
出
し
た
も
の
（
全

て
の
核
燃
料
物
質
を

工
場
又
は
事
業
所
か

ら
搬
出
し
た
も
の
を

除
く
。
） 

五
万
三
千

三
百
円

法
第
四
十
三
条
の
三

の
三
十
四
第
二
項
の

認
可
を
受
け
た
も
の

で
あ
っ
て
、
全
て
の

核
燃
料
物
質
を
工
場

又
は
事
業
所
か
ら
搬

出
し
た
も
の 

原
子
炉
一

基
に
つ
き 

二
百
万
二

千
四
百
円 

（
二
）
発
電
用
原

子
炉
（
研
究
開

発
段
階
発
電
用

原
子
炉
を
除

く
。
）
に
係
る

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
の
取
扱

い
を
開
始
し
な
い
も

の

原
子
炉
一

基
に
つ
き 

百
七
万
九

千
五
百
円 

そ
の
年
度
に
お
い
て

原
子
炉
一

で
あ
っ
て
、
全
て
の

核
燃
料
物
質
を
研
究

開
発
段
階
発
電
用
原

子
炉
の
炉
心
か
ら
取

り
出
し
た
も
の
（
全

て
の
核
燃
料
物
質
を

工
場
又
は
事
業
所
か

ら
搬
出
し
た
も
の
を

除
く
。
） 

万
五
千
九

百
円

法
第
四
十
三
条
の
三

の
三
十
四
第
二
項
の

認
可
を
受
け
た
も
の

で
あ
っ
て
、
全
て
の

核
燃
料
物
質
を
工
場

又
は
事
業
所
か
ら
搬

出
し
た
も
の 

原
子
炉
一

基
に
つ
き 

四
十
万
五

千
六
百
円 

（
二
）
発
電
用
原

子
炉
（
研
究
開

発
段
階
発
電
用

原
子
炉
を
除

く
。
）
に
係
る

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
の
取
扱

い
を
開
始
し
な
い
も

の

原
子
炉
一

基
に
つ
き 

十
六
万
九

千
五
百
円 

そ
の
年
度
に
お
い
て

原
子
炉
一
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も
の

核
燃
料
物
質
等
の
取

扱
い
を
行
う
も
の
（

法
第
四
十
三
条
の
三

の
三
十
四
第
二
項
の

認
可
を
受
け
た
も
の

を
除
く
。
） 

基
に
つ
き 

二
千
八
百

四
十
四
万

五
千
四
百

円

法
第
四
十
三
条
の
三

の
三
十
四
第
二
項
の

認
可
を
受
け
た
も
の

で
あ
っ
て
、
全
て
の

核
燃
料
物
質
を
工
場

又
は
事
業
所
か
ら
搬

出
し
て
い
な
い
も
の 

原
子
炉
一

基
に
つ
き 

九
百
九
十

五
万
三
千

三
百
円

法
第
四
十
三
条
の
三

の
三
十
四
第
二
項
の

認
可
を
受
け
た
も
の

で
あ
っ
て
、
全
て
の

核
燃
料
物
質
を
工
場

又
は
事
業
所
か
ら
搬

出
し
た
も
の 

原
子
炉
一

基
に
つ
き 

二
百
万
二

千
四
百
円 

五

使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設

そ
の
年
度
に
お
い
て

十
万
六
千

も
の

核
燃
料
物
質
等
の
取

扱
い
を
行
う
も
の
（

法
第
四
十
三
条
の
三

の
三
十
四
第
二
項
の

認
可
を
受
け
た
も
の

を
除
く
。
） 

基
に
つ
き 

五
百
六
十

八
万
三
千

五
百
円

法
第
四
十
三
条
の
三

の
三
十
四
第
二
項
の

認
可
を
受
け
た
も
の

で
あ
っ
て
、
全
て
の

核
燃
料
物
質
を
工
場

又
は
事
業
所
か
ら
搬

出
し
て
い
な
い
も
の 

原
子
炉
一

基
に
つ
き 

百
九
十
八

万
五
千
九

百
円

法
第
四
十
三
条
の
三

の
三
十
四
第
二
項
の

認
可
を
受
け
た
も
の

で
あ
っ
て
、
全
て
の

核
燃
料
物
質
を
工
場

又
は
事
業
所
か
ら
搬

出
し
た
も
の 

原
子
炉
一

基
に
つ
き 

四
十
万
五

千
六
百
円 

五

使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設

そ
の
年
度
に
お
い
て

一
万
六
千

-16-



  

使
用
済
燃
料
の
取
扱

い
を
開
始
し
な
い
も

の 

百
円 

そ
の
年
度
に
お
い
て

使
用
済
燃
料
又
は
使

用
済
燃
料
に
よ
っ
て

汚
染
さ
れ
た
物
の
取

扱
い
を
行
う
も
の
（

法
第
四
十
三
条
の
二

十
七
第
二
項
の
認
可

を
受
け
た
も
の
を
除

く
。
） 

二
百
九
十

一
万
四
千

四
百
円 

法
第
四
十
三
条
の
二

十
七
第
二
項
の
認
可

を
受
け
た
も
の 

三
十
五
万

二
千
六
百

円 

六 

再
処
理
施
設 

そ
の
年
度
に
お
い
て

使
用
済
燃
料
の
取
扱

い
を
開
始
し
な
い
も

の 

百
七
万
九

千
五
百
円 

そ
の
年
度
に
お
い
て

使
用
済
燃
料
、
使
用

二
千
八
百

四
十
四
万

使
用
済
燃
料
の
取
扱

い
を
開
始
し
な
い
も

の 

七
百
円 

そ
の
年
度
に
お
い
て

使
用
済
燃
料
又
は
使

用
済
燃
料
に
よ
っ
て

汚
染
さ
れ
た
物
の
取

扱
い
を
行
う
も
の
（

法
第
四
十
三
条
の
二

十
七
第
二
項
の
認
可

を
受
け
た
も
の
を
除

く
。
） 

六
十
二
万

四
百
円 

法
第
四
十
三
条
の
二

十
七
第
二
項
の
認
可

を
受
け
た
も
の 

十
万
七
千

五
百
円 

六 

再
処
理
施
設 

そ
の
年
度
に
お
い
て

使
用
済
燃
料
の
取
扱

い
を
開
始
し
な
い
も

の 

十
六
万
九

千
五
百
円 

そ
の
年
度
に
お
い
て

使
用
済
燃
料
、
使
用

五
百
六
十

八
万
三
千

-17-



済
燃
料
か
ら
分
離
さ

れ
た
物
又
は
こ
れ
ら

に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ

た
物
の
取
扱
い
を
行

う
も
の
（
法
第
五
十

条
の
五
第
二
項
の
認

可
を
受
け
た
も
の
を

除
く
。
） 

五
千
四
百

円

法
第
五
十
条
の
五
第

二
項
の
認
可
を
受
け

た
も
の
で
あ
っ
て
、

法
第
五
十
条
の
四
の

三
第
一
項
に
規
定
す

る
廃
止
措
置
の
う
ち

使
用
済
燃
料
を
溶
解

し
た
液
体
か
ら
核
燃

料
物
質
そ
の
他
の
有

用
物
質
を
分
離
し
た

残
り
の
液
体
（
そ
の

放
射
能
が
三
・
七
テ

ラ
ベ
ク
レ
ル
以
上
の

も
の
に
限
る
。
）
を

二
千
八
百

四
十
四
万

五
千
四
百

円

済
燃
料
か
ら
分
離
さ

れ
た
物
又
は
こ
れ
ら

に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ

た
物
の
取
扱
い
を
行

う
も
の
（
法
第
五
十

条
の
五
第
二
項
の
認

可
を
受
け
た
も
の
を

除
く
。
） 

五
百
円

法
第
五
十
条
の
五
第

二
項
の
認
可
を
受
け

た
も
の
で
あ
っ
て
、

法
第
五
十
条
の
四
の

三
第
一
項
に
規
定
す

る
廃
止
措
置
の
う
ち

使
用
済
燃
料
を
溶
解

し
た
液
体
か
ら
核
燃

料
物
質
そ
の
他
の
有

用
物
質
を
分
離
し
た

残
り
の
液
体
（
そ
の

放
射
能
が
三
・
七
テ

ラ
ベ
ク
レ
ル
以
上
の

も
の
に
限
る
。
）
を

五
百
六
十

八
万
三
千

五
百
円

-18-



ガ
ラ
ス
に
よ
り
容
器

に
固
型
化
す
る
処
理

を
終
了
し
て
い
な
い

も
の

法
第
五
十
条
の
五
第

二
項
の
認
可
を
受
け

た
も
の
で
あ
っ
て
、

法
第
五
十
条
の
四
の

三
第
一
項
に
規
定
す

る
廃
止
措
置
の
う
ち

使
用
済
燃
料
を
溶
解

し
た
液
体
か
ら
核
燃

料
物
質
そ
の
他
の
有

用
物
質
を
分
離
し
た

残
り
の
液
体
（
そ
の

放
射
能
が
三
・
七
テ

ラ
ベ
ク
レ
ル
以
上
の

も
の
に
限
る
。
）
を

ガ
ラ
ス
に
よ
り
容
器

に
固
型
化
す
る
処
理

を
終
了
し
た
も
の 

二
百
九
十

一
万
四
千

四
百
円

ガ
ラ
ス
に
よ
り
容
器

に
固
型
化
す
る
処
理

を
終
了
し
て
い
な
い

も
の

法
第
五
十
条
の
五
第

二
項
の
認
可
を
受
け

た
も
の
で
あ
っ
て
、

法
第
五
十
条
の
四
の

三
第
一
項
に
規
定
す

る
廃
止
措
置
の
う
ち

使
用
済
燃
料
を
溶
解

し
た
液
体
か
ら
核
燃

料
物
質
そ
の
他
の
有

用
物
質
を
分
離
し
た

残
り
の
液
体
（
そ
の

放
射
能
が
三
・
七
テ

ラ
ベ
ク
レ
ル
以
上
の

も
の
に
限
る
。
）
を

ガ
ラ
ス
に
よ
り
容
器

に
固
型
化
す
る
処
理

を
終
了
し
た
も
の 

六
十
二
万

四
百
円

-19-



七

廃
棄
物

埋
設
施

設

（
一
）
閉
鎖
措
置

を
講
ず
る
必
要

が
あ
る
も
の

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
等
の
取

扱
い
を
開
始
し
な
い

も
の

十
万
六
千

百
円

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
等
の
取

扱
い
を
行
う
も
の
（

法
第
五
十
一
条
の
六

第
一
項
の
確
認
（
廃

棄
物
埋
設
地
の
埋
戻

し
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）
を
受
け
た
も

の
を
除
く
。
） 

二
百
九
十

一
万
四
千

四
百
円

法
第
五
十
一
条
の
六

第
一
項
の
確
認
（
廃

棄
物
埋
設
地
の
埋
戻

し
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）
を
受
け
た
も

の

三
十
五
万

二
千
六
百

円

（
二
）
閉
鎖
措
置

を
講
ず
る
必
要

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
等
の
取

五
万
三
千

円

七

廃
棄
物

埋
設
施

設

（
一
）
閉
鎖
措
置

を
講
ず
る
必
要

が
あ
る
も
の

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
等
の
取

扱
い
を
開
始
し
な
い

も
の

一
万
六
千

七
百
円

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
等
の
取

扱
い
を
行
う
も
の
（

法
第
五
十
一
条
の
六

第
一
項
の
確
認
（
廃

棄
物
埋
設
地
の
埋
戻

し
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）
を
受
け
た
も

の
を
除
く
。
） 

六
十
二
万

四
百
円

法
第
五
十
一
条
の
六

第
一
項
の
確
認
（
廃

棄
物
埋
設
地
の
埋
戻

し
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）
を
受
け
た
も

の

十
万
七
千

五
百
円

（
二
）
閉
鎖
措
置

を
講
ず
る
必
要

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
等
の
取

八
千
三
百

円

-20-



が
な
い
も
の

扱
い
を
開
始
し
な
い

も
の

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
等
の
取

扱
い
を
行
う
も
の
（

法
第
五
十
一
条
の
六

第
一
項
の
確
認
（
廃

棄
物
埋
設
地
の
表
面

を
土
砂
等
で
覆
う
措

置
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）
を
受
け
た
も

の
を
除
く
。
） 

百
四
十
七

万
千
四
百

円

法
第
五
十
一
条
の
六

第
一
項
の
確
認
（
廃

棄
物
埋
設
地
の
表
面

を
土
砂
等
で
覆
う
措

置
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）
を
受
け
た
も

の

二
十
二
万

八
千
七
百

円

八

廃
棄
物
管
理
施
設

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
等
の
取

十
万
六
千

百
円

が
な
い
も
の

扱
い
を
開
始
し
な
い

も
の

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
等
の
取

扱
い
を
行
う
も
の
（

法
第
五
十
一
条
の
六

第
一
項
の
確
認
（
廃

棄
物
埋
設
地
の
表
面

を
土
砂
等
で
覆
う
措

置
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）
を
受
け
た
も

の
を
除
く
。
） 

三
十
二
万

二
千
二
百

円

法
第
五
十
一
条
の
六

第
一
項
の
確
認
（
廃

棄
物
埋
設
地
の
表
面

を
土
砂
等
で
覆
う
措

置
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）
を
受
け
た
も

の

八
万
八
千

百
円

八

廃
棄
物
管
理
施
設

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
等
の
取

一
万
六
千

七
百
円

-21-



扱
い
を
開
始
し
な
い

も
の

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
等
の
取

扱
い
を
行
う
も
の
（

法
第
五
十
一
条
の
二

十
五
第
二
項
の
認
可

を
受
け
た
も
の
を
除

く
。
）

二
百
九
十

一
万
四
千

四
百
円

法
第
五
十
一
条
の
二

十
五
第
二
項
の
認
可

を
受
け
た
も
の 

三
十
五
万

二
千
六
百

円

九

使
用
施

設
等

（
一
）
令
第
四
十

一
条
各
号
に
掲

げ
る
核
燃
料
物

質
及
び
防
護
対

象
特
定
核
燃
料

物
質
の
い
ず
れ

も
取
扱
い
を
行

う
も
の

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
等
の
取

扱
い
を
開
始
し
な
い

も
の

三
万
二
千

六
百
円

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
等
の
取

扱
い
を
行
う
も
の
（

法
第
五
十
七
条
の
五

第
二
項
の
認
可
を
受

九
十
六
万

八
千
二
百

円

扱
い
を
開
始
し
な
い

も
の

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
等
の
取

扱
い
を
行
う
も
の
（

法
第
五
十
一
条
の
二

十
五
第
二
項
の
認
可

を
受
け
た
も
の
を
除

く
。
）

六
十
二
万

四
百
円

法
第
五
十
一
条
の
二

十
五
第
二
項
の
認
可

を
受
け
た
も
の 

十
万
七
千

五
百
円

九

使
用
施

設
等

（
一
）
令
第
四
十

一
条
各
号
に
掲

げ
る
核
燃
料
物

質
及
び
防
護
対

象
特
定
核
燃
料

物
質
の
い
ず
れ

も
取
扱
い
を
行

う
も
の

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
等
の
取

扱
い
を
開
始
し
な
い

も
の

八
千
四
百

円

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
等
の
取

扱
い
を
行
う
も
の
（

法
第
五
十
七
条
の
五

第
二
項
の
認
可
を
受

三
十
二
万

三
千
円

-22-



  

け
た
も
の
を
除
く
。

） 法
第
五
十
七
条
の
五

第
二
項
の
認
可
を
受

け
た
も
の 

十
八
万
千

百
円 

（
二
）
令
第
四
十

一
条
各
号
に
掲

げ
る
核
燃
料
物

質
の
取
扱
い
を

行
う
も
の
（
（

一
）
に
該
当
す

る
も
の
を
除
く

。
） 

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
等
の
取

扱
い
を
開
始
し
な
い

も
の 

二
万
千
七

百
円 

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
等
の
取

扱
い
を
行
う
も
の
（

法
第
五
十
七
条
の
五

第
二
項
の
認
可
を
受

け
た
も
の
を
除
く
。

） 

八
十
四
万

千
七
百
円 

法
第
五
十
七
条
の
五

第
二
項
の
認
可
を
受

け
た
も
の 

十
七
万
二

百
円 

（
三
）
防
護
対
象

特
定
核
燃
料
物

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
等
の
取

一
万
八
百

円
（
第
三

け
た
も
の
を
除
く
。

） 法
第
五
十
七
条
の
五

第
二
項
の
認
可
を
受

け
た
も
の 

八
万
八
千

二
百
円 

（
二
）
令
第
四
十

一
条
各
号
に
掲

げ
る
核
燃
料
物

質
の
取
扱
い
を

行
う
も
の
（
（

一
）
に
該
当
す

る
も
の
を
除
く

。
） 

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
等
の
取

扱
い
を
開
始
し
な
い

も
の 

五
千
六
百

円 

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
等
の
取

扱
い
を
行
う
も
の
（

法
第
五
十
七
条
の
五

第
二
項
の
認
可
を
受

け
た
も
の
を
除
く
。

） 

二
十
七
万

三
千
九
百

円 

法
第
五
十
七
条
の
五

第
二
項
の
認
可
を
受

け
た
も
の 

八
万
五
千

四
百
円 

（
三
）
防
護
対
象

特
定
核
燃
料
物

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
等
の
取

二
千
八
百

円
（
第
三
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質
の
取
扱
い
を

行
う
も
の
（
（

一
）
に
該
当
す

る
も
の
を
除
く

。
）

扱
い
を
開
始
し
な
い

も
の

条
第
一
項

た
だ
し
書

に
規
定
す

る
検
査
を

受
け
よ
う

と
す
る
場

合
に
は
、

こ
れ
に
（

四
）
に
規

定
す
る
額

を
加
算
し

た
額
）

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
等
の
取

扱
い
を
行
う
も
の
（

法
第
五
十
七
条
の
五

第
二
項
の
認
可
を
受

け
た
も
の
を
除
く
。

）

九
万
八
千

円
（
第
三

条
第
一
項

た
だ
し
書

に
規
定
す

る
検
査
を

受
け
よ
う

と
す
る
場

合
に
は
、

こ
れ
に
（

質
の
取
扱
い
を

行
う
も
の
（
（

一
）
に
該
当
す

る
も
の
を
除
く

。
）

扱
い
を
開
始
し
な
い

も
の

条
第
一
項

た
だ
し
書

に
規
定
す

る
検
査
を

受
け
よ
う

と
す
る
場

合
に
は
、

こ
れ
に
（

四
）
に
規

定
す
る
額

を
加
算
し

た
額
）

そ
の
年
度
に
お
い
て

核
燃
料
物
質
等
の
取

扱
い
を
行
う
も
の
（

法
第
五
十
七
条
の
五

第
二
項
の
認
可
を
受

け
た
も
の
を
除
く
。

）

二
万
五
千

百
円
（
第

三
条
第
一

項
た
だ
し

書
に
規
定

す
る
検
査

を
受
け
よ

う
と
す
る

場
合
に
は

、
こ
れ
に
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四
）
に
規

定
す
る
額

を
加
算
し

た
額
）

法
第
五
十
七
条
の
五

第
二
項
の
認
可
を
受

け
た
も
の 

一
万
八
百

円
（
第
三

条
第
一
項

た
だ
し
書

に
規
定
す

る
検
査
を

受
け
よ
う

と
す
る
場

合
に
は
、

こ
れ
に
（

四
）
に
規

定
す
る
額

を
加
算
し

た
額
）

（
四
）
（
一
）
か
ら
（
三
）
ま
で
に
該
当

し
な
い
も
の

三
万
二
千

六
百
円

十

核
原
料
物
質
の
使
用
に
係
る
施
設

三
万
二
千

（
四
）
に

規
定
す
る

額
を
加
算

し
た
額
） 

法
第
五
十
七
条
の
五

第
二
項
の
認
可
を
受

け
た
も
の 

二
千
八
百

円
（
第
三

条
第
一
項

た
だ
し
書

に
規
定
す

る
検
査
を

受
け
よ
う

と
す
る
場

合
に
は
、

こ
れ
に
（

四
）
に
規

定
す
る
額

を
加
算
し

た
額
）

（
四
）
（
一
）
か
ら
（
三
）
ま
で
に
該
当

し
な
い
も
の

八
千
四
百

円

十

核
原
料
物
質
の
使
用
に
係
る
施
設

八
千
四
百
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附

則

こ
の
規
則
は
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

の
施
行
の
日
（
令
和
九
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

六
百
円

円

-26-



関連条文 

核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律 （抄） 

（手数料の納付） 

第七十五条 次の各号のいずれかに掲げる者は、実費を勘案して政令で定める額の手

数料を納めなければならない。 

一～七 （略） 

八 原子力規制検査を受けようとする者 

２・３ （略） 

核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律施行令 （抄） 

（手数料） 

第六十五条 法第七十五条第一項（第八号を除く。）の規定により納付すべき手数料

の額は、別表第一のとおりとする。 

２ 法第七十五条第一項第八号に掲げる者が同項の規定により納付すべき手数料の額

は、九百四十一万千四百円を超えない範囲内において実費を勘案して原子力規制委

員会規則で定める額とする。 

３ 法第七十五条第三項の政令で定める独立行政法人は、別表第二に掲げる独立行政

法人とする。 

原子力規制検査等に関する規則 （抄） 

（原子力規制検査に係る手数料の額） 

第七条 令第六十五条第二項の原子力規制委員会規則で定める額は、各年度（第三条

第一項ただし書に規定する検査にあっては、十年）につき、別表の中欄に掲げる区

分に応じ、それぞれ同表の下欄に定める額とする。ただし、追加検査を受けようと

するときは、次の各号に掲げる追加検査の区分に応じ、それぞれ当該各号に定める

額とする。 

一 第三条第二項第一号に係る追加検査 二十二万五千六百円 

二 第三条第二項第二号に係る追加検査 九十六万九千円 

三 第三条第二項第三号に係る追加検査 九百四十一万千四百円 

別表（第七条関係） 

番号 区分 金額 

一 製錬施設 その年度において核燃料

物質の取扱いを開始しな

いもの 

三万三千三百円 

その年度において核燃料

物質等の取扱いを行うも

の（法第十二条の六第二

項の認可を受けたものを

除く。） 

百十七万五千円 

法第十二条の六第二項の

認可を受けたもの 

十四万九千二百円 

二 加工施

設 

（一）プルトニ

ウム若しくは

その化合物又

はこれらの物

質の一若しく

は二以上を含

その年度において核燃料

物質の取扱いを開始しな

いもの 

十一万六千七百円 

その年度において核燃料

物質等の取扱いを行うも

の（法第二十二条の八第

三百九十九万五千八百円 

参考 
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む物質のいず

れかの物質の

取扱いを行う

もの 

二項の認可を受けたもの

を除く。） 

法第二十二条の八第二項

の認可を受けたもの 

四十万五千六百円 

（二）プルトニ

ウム及びその

化合物並びに

これらの物質

の一又は二以

上を含む物質

のいずれも取

扱いを行わな

いもの 

その年度において核燃料

物質の取扱いを開始しな

いもの 

八万三千三百円 

その年度において核燃料

物質等の取扱いを行うも

の（法第二十二条の八第

二項の認可を受けたもの

を除く。） 

二百八十六万二千七百円 

法第二十二条の八第二項

の認可を受けたもの 

三十二万二千二百円 

三 試験研

究用等

原子炉

施設 

（一）熱出力が

五百キロワッ

ト未満の試験

研究用等原子

炉に係るもの 

その年度において核燃料

物質の取扱いを開始しな

いもの 

原子炉一基につき 

一万六千七百円 

その年度において核燃料

物質等の取扱いを行うも

の（法第四十三条の三の

二第二項の認可を受けた

ものを除く。） 

原子炉一基につき 

六十二万二千百円 

法第四十三条の三の二第

二項の認可を受けたもの

であって、全ての核燃料

物質を工場又は事業所（

原子力船を含む。以下こ

の項において同じ。）か

ら搬出していないもの 

原子炉一基につき 

三十二万三千円 

法第四十三条の三の二第

二項の認可を受けたもの

であって、全ての核燃料

物質を工場又は事業所か

ら搬出したもの 

原子炉一基につき 

十万七千七百円 

（二）熱出力が

五百キロワッ

ト以上の 

試験研究用等

原子炉（試験

研究の用に供

する原子炉等

の位置、構造

及び設備の基

準に関す 

る規則（平成

二十五年原子

力規制委員会

規則第二十一

号）第四十条

その年度において核燃料

物質の取扱いを開始しな

いもの 

原子炉一基につき 

三万三千五百円 

その年度において核燃料

物質等の取扱いを行うも

の（法第四十三条の三の

二第二項の認可を受けた

ものを除く。） 

原子炉一基につき 

百十七万八千三百円 

法第四十三条の三の二第

二項の認可を受けたもの

であって、全ての核燃料

物質を試験研究用等原子

炉の炉心から取り出して

いないもの 

原子炉一基につき 

百十七万八千三百円 

法第四十三条の三の二第 原子炉一基につき 
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及び 

第五十三条（

同規則第六十

一条において

準用する場合

を含む。）に

規定する措置

を講ずる必要

がな 

いものに限

る。）に係る

もの 

二項の認可を受けたもの

であって、全ての核燃料

物質を試験研究用等原子

炉の炉心から取り出した

もの（全ての核燃料物質

を工場又は事業所から搬

出したものを除く。） 

六十二万二千百円 

法第四十三条の三の二第

二項の認可を受けたもの

であって、全ての核燃料

物質を工場又は事業所か

ら搬出したもの 

原子炉一基につき 

十四万九千五百円 

（三）熱出力が

五百キロワッ

ト以上の 

試験研究用等

原子炉（試験

研究の用に供

する原子炉等

の位置、 

構造及び設備

の基準に関す

る規則第四十

条及び第五十

三条（同規則

第六 

十一条におい

て準用する場

合を含む。）

に規定する措

置を講ずる必

要があるもの

に限る。）に

係るもの 

その年度において核燃料

物質の取扱いを開始しな

いもの 

原子炉一基につき 

八万三千七百円 

その年度において核燃料

物質等の取扱いを行うも

の（法第四十三条の三の

二第二項の認可を受けた

ものを除く。） 

原子炉一基につき 

二百八十七万九百円 

法第四十三条の三の二第

二項の認可を受けたもの

であって、全ての核燃料

物質を試験研究用等原子

炉の炉心から取り出して

いないもの 

原子炉一基につき 

二百八十七万九百円 

法第四十三条の三の二第

二項の認可を受けたもの

であって、全ての核燃料

物質を試験研究用等原子

炉の炉心から取り出した

もの（全ての核燃料物質

を工場又は事業所から搬

出したものを除く。） 

原子炉一基につき 

百五十七万六千百円 

法第四十三条の三の二第

二項の認可を受けたもの

であって、全ての核燃料

物質を工場又は事業所か

ら搬出したもの 

原子炉一基につき 

三十二万三千円 

四 発電用

原子炉

施設 

（一）研究開発

段階発電用原

子炉に係るも

の 

その年度において核燃料

物質の取扱いを開始しな

いもの 

原子炉一基につき 

十六万九千五百円 

その年度において核燃料

物質等の取扱いを行うも

の（法第四十三条の三の

三十四第二項の認可を受

けたものを除く。） 

原子炉一基につき 

五百六十八万三千五百円 

法第四十三条の三の三十

四第二項の認可を受けた

ものであって、全ての核

原子炉一基につき 

三百九十九万五千八百円 
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燃料物質を研究開発段階

発電用原子炉の炉心から

取り出していないもの 

法第四十三条の三の三十

四第二項の認可を受けた

ものであって、全ての核

燃料物質を研究開発段階

発電用原子炉の炉心から

取り出したもの（全ての

核燃料物質を工場又は事

業所から搬出したものを

除く。） 

原子炉一基につき 

百九十八万五千九百円 

法第四十三条の三の三十

四第二項の認可を受けた

ものであって、全ての核

燃料物質を工場又は事業

所から搬出したもの 

原子炉一基につき 

四十万五千六百円 

（二）発電用原

子炉（研究開

発段階発電用

原子炉を除

く。）に係る

もの 

その年度において核燃料

物質の取扱いを開始しな

いもの 

原子炉一基につき 

十六万九千五百円 

その年度において核燃料

物質等の取扱いを行うも

の（法第四十三条の三の

三十四第二項の認可を受

けたものを除く。） 

原子炉一基につき 

五百六十八万三千五百円 

法第四十三条の三の三十

四第二項の認可を受けた

ものであって、全ての核

燃料物質を工場又は事業

所から搬出していないも

の 

原子炉一基につき 

百九十八万五千九百円 

法第四十三条の三の三十

四第二項の認可を受けた

ものであって、全ての核

燃料物質を工場又は事業

所から搬出したもの 

原子炉一基につき 

四十万五千六百円 

五 使用済燃料貯蔵施設 その年度において使用済

燃料の取扱いを開始しな

いもの 

一万六千七百円 

その年度において使用済

燃料又は使用済燃料によ

って汚染された物の取扱

いを行うもの（法第四十

三条の二十七第二項の認

可を受けたものを除

く。） 

六十二万四百円 

法第四十三条の二十七第

二項の認可を受けたもの 

十万七千五百円 

六 再処理施設 その年度において使用済

燃料の取扱いを開始しな

十六万九千五百円 
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いもの 

その年度において使用済

燃料、使用済燃料から分

離された物又はこれらに

よって汚染された物の取

扱いを行うもの（法第五

十条の五第二項の認可を

受けたものを除く。） 

五百六十八万三千五百円 

法第五十条の五第二項の

認可を受けたものであっ

て、法第五十条の四の三

第一項に規定する廃止措

置のうち使用済燃料を溶

解した液体から核燃料物

質その他の有用物質を分

離した残りの液体（その

放射能が三・七テラベク

レル以上のものに限

る。）をガラスにより容

器に固型化する処理を終

了していないもの 

五百六十八万三千五百円 

法第五十条の五第二項の

認可を受けたものであっ

て、法第五十条の四の三

第一項に規定する廃止措

置のうち使用済燃料を溶

解した液体から核燃料物

質その他の有用物質を分

離した残りの液体（その

放射能が三・七テラベク

レル以上のものに限

る。）をガラスにより容

器に固型化する処理を終

了したもの 

六十二万四百円 

七 廃棄物

埋設施

設 

（一）閉鎖措置

を講ずる必要

があるもの 

その年度において核燃料

物質等の取扱いを開始し

ないもの 

一万六千七百円 

その年度において核燃料

物質等の取扱いを行うも

の（法第五十一条の六第

一項の確認（廃棄物埋設

地の埋戻しに係るものに

限る。）を受けたものを

除く。） 

六十二万四百円 

法第五十一条の六第一項

の確認（廃棄物埋設地の

埋戻しに係るものに限

る。）を受けたもの 

十万七千五百円 

（二）閉鎖措置

を講ずる必要

その年度において核燃料

物質等の取扱いを開始し

八千三百円 
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がないもの ないもの 

その年度において核燃料

物質等の取扱いを行うも

の（法第五十一条の六第

一項の確認（廃棄物埋設

地の表面を土砂等で覆う

措置に係るものに限

る。）を受けたものを除

く。） 

三十二万二千二百円 

法第五十一条の六第一項

の確認（廃棄物埋設地の

表面を土砂等で覆う措置

に係るものに限る。）を

受けたもの 

八万八千百円 

八 廃棄物管理施設 その年度において核燃料

物質等の取扱いを開始し

ないもの 

一万六千七百円 

その年度において核燃料

物質等の取扱いを行うも

の（法第五十一条の二十

五第二項の認可を受けた

ものを除く。） 

六十二万四百円 

法第五十一条の二十五第

二項の認可を受けたもの 

十万七千五百円 

九 使用施

設等 

（一）令第四十

一条各号に掲

げる核燃料物

質及び防護対

象特定核燃料

物質のいずれ

も取扱いを行

うもの

その年度において核燃料

物質等の取扱いを開始し

ないもの 

八千四百円 

その年度において核燃料

物質等の取扱いを行うも

の（法第五十七条の五第

二項の認可を受けたもの

を除く。） 

三十二万三千円 

法第五十七条の五第二項

の認可を受けたもの 

八万八千二百円 

（二）令第四十

一条各号に掲

げる核燃料物

質の取扱いを

行うもの（（

一）に該当す

るものを除

く。）

その年度において核燃料

物質等の取扱いを開始し

ないもの 

五千六百円 

その年度において核燃料

物質等の取扱いを行うも

の（法第五十七条の五第

二項の認可を受けたもの

を除く。） 

二十七万三千九百円 

法第五十七条の五第二項

の認可を受けたもの 

八万五千四百円 

（三）防護対象

特定核燃料物

質の取扱いを

行うもの（（

一）に該当す

その年度において核燃料

物質等の取扱いを開始し

ないもの 

二千八百円（第三条第一

項ただし書に規定する検

査を受けようとする場合

には、これに（四）に規

定する額を加算した額） 
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るものを除

く。） 

その年度において核燃料

物質等の取扱いを行うも

の（法第五十七条の五第

二項の認可を受けたもの

を除く。） 

二万五千百円（第三条第

一項ただし書に規定する

検査を受けようとする場

合には、これに（四）に

規定する額を加算した額

） 

法第五十七条の五第二項

の認可を受けたもの 

二千八百円（第三条第一

項ただし書に規定する検

査を受けようとする場合

には、これに（四）に規

定する額を加算した額） 

（四）（一）から（三）までに該当しない

もの

八千四百円 

十 核原料物質の使用に係る施設 八千四百円 
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